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５月 イベント予定               キッズベース ＳＥＥＤＳ 

こっちむいて ちーず 

ねらい 

・ゲームを通して、個人情報に 

ついて学ぼう 

 

・答えたくない情報を聞かれた時

の答え方を知ろう 

 

 

 

 

※写真の掲載につきましては、個人情報同意書に基づき、各ご家庭ご了承の上での 掲載とさせていただいております※ 

 

 

晴れ渡った空に新緑の木々。すがすがしさを感じる季節になりました。 

さわやかな風や、暖かい日差しが気持ちいいですね。 

 

新年度から 1ヶ月が経ち、環境の変化でソワソワしコンディションを崩している子たちもいましたが、 

少しずついつもの調子を取り戻し元気に活動する姿も見られるようになってきました。 

とはいえ、まだ 1 ヶ月。今後も子どもたちの様子を観察し、その体調に合わせながら活動に取り組ん

でいきたいと思います。 

 

5 月はこいのぼりですね。青空の下をのびのびと泳ぐこいのぼりのように、無理せず元気に活動して

いきましょう！ 

 

 

 

  園庭 

パソコン活動 

  転がしドッチ 

ローテーションゲーム 

家族への手紙 

児童発達支援 

5月と６月の活動 

ビジョントレーニング 

 

視機能のトレーニングで空間認識や判断力

を向上させます。 

頭でイメージした通りに身体が動くように

なります。 

※
天
候
や
お
子
様
の
体
調
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
事
前
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

〒774-0044 阿南市上中町南島７１５番地 1         
電話 0884-24-8850 

 
あるお母さんのおはなし（その１１） 

「彼は狭い世界で生きている」と感じ、お母さんはその世界を広げ色んなつながりをもたす

ために様々な場所へ連れて行きなんでも体験させていました。その中には公共交通機関の利

用も入っています。必ず移動はバスや電車を利用し、お母さんがいなくてもいずれ一人で乗

ることができるよう小さいうちから何度も乗ることで慣れていってもらったそうです。体験

の際障がいの説明もその都度行っていたと言います。初めは泣いてしまうこともあるけど慣

れると楽しんで活動していることが多い。しかし時には、何度足を運んで話をしても理解の

ない人には全く伝わらず、それを見抜けないと子ども自身がとても辛くしんどい思いをする

んだということをその時同時に学びました。 

「あの時、私が見抜けて支援学校へもっと早く入れていれば彼の 3年はもう少し充実してい

たのではないかと思う。」とお母さん。 

小さい頃にいろんな体験をさせることは大切なことではあるが、出会う人によって障がい者

の人生は大きく変わるのだとつくづく感じる出来事だったと話しました。 

どんな時も向き合うことは大切で、10 年先を見据えてやっていかないと 10 年後の差は自

分が思っている以上にすごいと感じたそうです。 

 


